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１

い
わ
て
な
ん
れ
ん

　

六
月
は
「
水
無
月
」
。
文
字

通
り
で
は
水
が
無
い
で
す

が
、
定
説
で
は
「
水
の
月
」

と
の
事
。
北
海
道
を
除
き
梅

雨
の
時
期
で
降
水
量
も
多

い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
「
ジ

ュ
ー
ン
ー
ブ
ラ
イ
ド
」
と
も

言
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は

雨
量
も
多
く
結
婚
式
を
挙

げ
る
人
が
少
な
い
事
に
困

っ
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
が

が
、
そ
の
後
い
つ
も
決
ま
っ

て
秋
頃
に
体
調
を
崩
し
再

燃
を
繰
り
返
し
た
り
入
院
・

手
術
等
を
し
ま
し
た
。
こ
の

事
に
つ
い
て
主
治
医
に
い

つ
も
同
じ
季
節
に
症
状
が

悪
化
す
る
の
は
何
か
原
因

が
あ
る
の
か
尋
ね
た
ら
。

　

「
色
々
な
病
気
の
中
で
気

圧
の
変
化
が
影
響
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
」
と
い

う
話
を
十
数
年
前
に
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
「
気
象
病
」
と

い
う
名
前
を
聞
い
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
年
認
知

さ
れ
つ
つ
あ
る
病
名
で
、
天

候
や
気
象
の
変
化
に
よ
っ

て
症
状
が
現
れ
た
り
悪
化
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し
た
り
す
る
疾
患
の
総
称

で
「
天
気
病
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
テ

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
時
。
ま

さ
し
く
こ
の
事
だ
っ
た
の

か
と
当
時
の
主
治
医
の
話

を
思
い
起
こ
し
た
の
で
す
。

ま
だ
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
特
に
気
圧
の
変

化
に
よ
り
自
律
神
経
に
乱

れ
が
生
じ
る
の
が
原
因
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
梅
雨
の
時
期
は
気
圧

が
下
が
っ
た
り
、
気
温
の
寒

暖
差
が
激
し
か
っ
た
り
す

る
の
で
特
に
注
意
が
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ま

り
考
え
す
ぎ
る
の
も
良
く

な
い
で
す
ね
。
要
は
規
則
正

し
い
生
活
を
送
る
事
が
大

事
な
よ
う
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
邪
馬
台
国

の
卑
弥
呼
が
こ
の
気
象
病

で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う

説
。
雨
が
降
る
時
期
を
ピ
タ

ッ
と
当
て
る
能
力
。
シ
ャ
ー

マ
ン
と
し
て
人
々
か
ら
崇

め
ら
れ
た
存
在
。
意
外
と
そ

う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

副
代
表
理
事

　
　
　

（
い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

　
　
　

立
花

　

弘
之

嗣
削
酉

　
　

影
同
国
娶

○
岩
手
県
議
会
議
員
環
境

福
祉
委
員
会
現
地
調
査

日
時
一
４
月
1
2
日
（
火
）

　

’

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

岩
手
県
議
会
の
環
境
福

祉
委
員
９
名
に
よ
る
現
地

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。

　

重
症
筋
無
力
症
友
の
会

か
ら
小
野
寺
廣
子
支
部
長
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
岩
手
支
部
か

ら
中
村
れ
い
子
事
務
局
長
、

岩
手
県
腎
臓
病
の
会
か
ら

島
崎
至
事
務
局
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状

報
告
と
要
望
事
項
を
詳
し

く
説
明
し
ま
し
た
。

　

【
要
望
内
容
】

　
　

（
重
症
筋
無
力
症

・
岩
手
県
か
ら
難
病
患
者
に

助
成
金
を
支
給
し
て
欲
し
　
　
　
　

χ
Ｉ
Ｏ

し

に＿＿．

この機関紙は（公財）岩手福祉基金の助成により作成しています
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て
難
病
連
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
保
護
で
き
る
相
談
室
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
）

・
介
護
の
地
域
格
差
を
無
く

し
て
在
宅
療
養
が
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。

・
喀
痰
吸
引
ヘ
ル
パ
ー
養
成

の
た
め
研
修
の
見
直
し
を

億
国
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

節
（
岩
手
県
腎
臓
病
の
会
）

日
　
　
　
・
透
析
患
者
が
高
齢
化
し
通

即
院
が
難
し
い
事
例
が
あ
る

牡
た
め
送
迎
支
援
を
し
て
欲

0
2
2
一
し
い
。

　

ご
透
析
患
者
が
介
護
施
設
に

入
居
で
き
る
よ
う
に
し
て

．
一
欲
し
い
。

○
第
一
―
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　

～
難
病
連
主
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
予
防
の
た

め
会
は
圭
一
面
で
の
同
意
書

に
基
づ
く
理
事
会
決
議
と

し
、
４
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

○
雛
病
達
定
時
総
会

　
　
　
　
　

～
難
病
連
主
催

　

５
月
２
１
日
（
土
）

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

報
告
事
項

　

・
令
和
３
年
度
事
業
報
告

　
　

の
内
容
の
件

　

決
議
事
項

　

・
令
和
３
年
度
計
算
書
類

　
　

承
認
の
件

　

・
定
款
一
部
変
更
の
件

　

・
理
事
及
び
監
事
選
任
の

　

件

　

す
べ
て
の
議
案
は
賛
成

多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
就
任
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
理
事
有

原
淳
也
氏
ご
勇
退
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
理
事
蛙
田
幸
一

氏
は
令
和
４
年
２
月
2
8
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
長
い
間
難
病
連
の
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

○
第
Ｚ
回
理
事
会

　
　
　
　
　

～
難
病
連
主
催

　

５
月
2
1
日
（
土
）
総
会
終

了
後
に
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

岩
手
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

役
員
改
選
に
伴
い
代
表

理
事
、
副
代
表
理
事
、
業
務

執
行
理
事
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

代
表
理
事

　
　

佐
藤
邦
夫

副
代
表
理
事

　

立
花
弘
之

副
代
表
理
事

　

菊
池
信
浩

業
務
執
行
理
事

　

小
野
寺
廣
子

業
務
執
行
理
事

　

中
村
康
夫

理
事

　
　
　

矢
羽
々
京
子

理
事

　
　
　

中
村
れ
い
子

理
事

　
　
　

佐
々
木
賢
治

新
理
事

　
　

川
下
真
由
美

　

（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
１
１
型

　
　
　
　

関
連
脊
髄
症
患
者
会
）

新
理
事

　
　

阿
部
徳
乃

　

（
も
や
も
や
病
の
患
者
と

　
　
　
　
　
　
　

家
族
の
会
）

理
事

　
　
　

島
崎
至

監
事

　
　
　

小
林
雄
吾

監
事

　
　
　

真
鳥
美
輪

○
第
一
回
Ｊ
Ｐ
Ａ
（
一
社
）

　

日
本
難
病
・
疾
病
団
体

　
　
　
　
　

協
議
会
総
会

　
　

５
月
１
５
日
（
日
）

　
　

損
保
会
館
大
会
議
室

　

岩
手
県
か
ら
は
矢
羽
々

京
子
理
事
が
出
席
し
ま
し

た
。

○
国
会
請
願
行
動

　
　

５
月
1
6
日
（
（
月
）
）

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
総
会
の
翌
日

矢
羽
々
京
子
理
事
が
国
会

請
願
圭
一

　

３
０
５
０
筆
を

衆
議
院
議
員
会
館
に
届
け

ま
し
た
。

○
令
和
４
年
度
第
一
回

　

盛
岡
市
社
会
福
祉
審
議
会

　

５
月
2
6
日
（
木
）

　

盛
岡
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

大
橋
絹
子
相
談
員

ｏ
難
病
の
日
Ｑ
啓
発
活
動

　

一

　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
　
　
　

～
難
病
連
主
催

　

５
月
２
３
日
の
「
難
病
の
日

に
ち
な
ん
で
啓
発
活
動
と

し
て
各
市
町
村
と
岩
手
県

各
保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
、
内
丸
医
療
セ
ン
タ

ー
等
ヘ
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
に
参
加

し
た
こ
と
の
あ
る
一
関
修

紅
高
校
、
岩
手
女
子
高
校
、

岩
手
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
院
や
岩
手
看
護
専
門

学
校
ヘ
ポ
ス
タ
ー
と
マ
ス

ク
を
配
布
し
ま
し
た
。
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○
雛
病
の
日
の
啓
発
活
動

一

　

学
校
訪
問

ｉ

　
　
　
　
　
　

～
難
病
連
主
催

　

難
病
の
日
に
ち
な
ん
だ
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
５
月

９
日
（
（
月
）
）
佐
藤
代
表
理
事

と
支
援
員
が
一
関
修
紅
高

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
学
校

一
関
係
者
、
高
校
生
に
難
病
に

一
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

難
病
の
日
を
紹
介
す
る
ポ
ス

タ
ー
と
マ
ス
ク
等
贈
り
ま
し

た
。
岩
手
日
日
新
聞
社
の
取

材
が
あ
り
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
第
！
回
県
南
交
流
会

　
　

６
月
８
日
（
水
）

　
　

水
沢
メ
イ
プ
ル

　
　
　
　
　

地
下
１
階

　

久
し
ぶ
り
に
筋
無
力
症
、

網
膜
色
素
変
性
症
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症

候
群
の
患
者
と
家
族
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。
周

尾
ス
ミ
子
さ
ん
の
伴
奏
に

よ
り
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
な
ど

合
唱
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は

病
気
の
こ
と
や
生
活
の
こ

と
、
家
族
の
気
持
ち
な
ど
話

し
、
聞
く
こ
と
が
で
き
て
気

持
ち
が
晴
れ
た
と
い
う
言

葉
が
聞
か
れ
た
。

－
―

病
相
談
支
援
セ
ン
タ

○
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修

　

開
催
日

　

６
月
７
日
（
月
）

　

岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体

協
議
会
が
主
体
と
な
り
ア
ス

テ
ラ
ス
製
薬
の
後
援
に
よ
り

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

講
師

　

伊
藤
智
樹
先
生
（
富

山
大
学
学
術
研
究
部
人
文

科
学
系
。
教
授
）

患
者
、
相
談
支
援
員
、
自
立

支
援
員
等
1
4
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
講
義
の
他
に

グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
グ
ル
ー
プ
内
で
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
、
意
見

交
換
や
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
手
の
お
話
を
途
中
で
終

わ
ら
せ
る
な
ど
の
体
験
を
し

て
、
自
分
と
相
手
の
気
持
ち

の
寄
せ
方
が
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
同
じ
患
者
同

士
で
話
す
と
結
論
は
出
さ
な

く
て
も
分
か
り
合
え
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
声
が
き
か
れ

ま
し
た
。

と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
第
２

回
目
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
慢
自
立
支
援
セ
ン
タ

○
盛
岡
市
Ｊ
Ｏ
Ｈ
-
ｅ
ド
し
ン

ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
Ｑ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

　

５
月
１
８
日
（
水
）
盛
岡
市

子
ど
も
未
来
部
、
母
子
健
康

課
、
中
村
主
査
、
い
わ
て
チ

ル
ド
レ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
（
み
ち

の
く
療
育
薗
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
伊
藤
看
護
師
と

当
事
者
家
族

　

小
笠
原
綾

子
様
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
２

０
２
１
年
度
ダ
ウ
ン
症
児

と
ご
家
族
交
流
会
の
評
価

と
２
０
２
２
年
度
は
盛
岡

市
と
県
内
の
方
〃
を
対
象
「

に
相
談
会
・
交
流
会
を
開
催
一

で
き
る
よ
う
に
協
力
体
制

を
と
っ
て
い
く
。

唐
溶
溶
逼

○
総
会

　

終
了
し
ま
し
た
。

て
ん
か
ん
協
会
（
波
Ｑ
会
）

　
　
　

日
時
・
４
月
2
4
日
（
日
）

会
場
一
盛
岡
市
総
合

　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

L ＿ _ ＿ . . _ . . . .
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岩
手
掃
縦
靭
帯
骨
化
症

　
　

（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
）
Ｑ
会

一
日
時
・
４
月
2
8
日
（
木
）

一
会
場
ご
か
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

岩
手
県
腎
臓
病
の
会

日
時
一
５
月
2
0
日
（
金
）

会
場
ご
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン

　

精
神
保
健
福
祉
連
合
会

日
時
‥
５
月
2
6
日
（
木
）

会
場
ご
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
友
の
会

日
時
‥
５
月
2
9
日
（
日
）

会
場
ご
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

日
時
一
５
月
2
9
日
（
日
）

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン

全
国
脊
髄
損
傷
連
合
会

　
　
　
　

岩
手
県
支
部

日
時
一
５
月
2
0
日
（
金
）

会
場
ご
か
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン

溶
溶
遁
庄

○
総
会
予
定
で
す
。

心
臓
病
の
子
ど
も
を

　
　
　
　
　
　

守
る
会

日
時
一
６
月
1
9
日
（
日
）

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面

筋
無
力
症
Ｍ
Ｇ
＜
t
t

日
時
一
６
月
2
0
日
（
月
）

今
年
度
も
書
面
で
お
こ
な

い
ま
す
。

い
わ
て
１
Ｂ
Ｄ

日
時
‥
未
定

対
面
形
式
で
の
開
催
を
考

え
て
い
ま
す
。
会
場
の
候
補

と
し
て
県
公
会
堂
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

後
縦
靭
帯
骨
化
症

　
　
　

「
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
」
）
の
会

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
一
７
月
2
1
日
（
木
）

　
　
　

1
1
時
～

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　
　
　

調
理
実
習
室

○
県
南
交
流
会
予
定

日
時
‥
７
月
1
2
日
（
水
）

　
　
　
　

1
0
時
0
0
分
～

会
場
一
水
沢
メ
イ
プ
ル

　
　
　
　

地
下
１
階

　
　
　
　

第
二
会
議
室

－
－
－

Ｔ
危
言

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ル

日
時
一
６
月
2
7
日
（
月
）

　
　
　

７
月
2
5
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

1
0
時
～

会
場
‥
ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

（
乙
部
）

○
生
け
花

日
時
一
７
月
3
0
日
（
土
）

　
　
　

1
3
時
3
0
分
～

会
場
‥
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　
　
　

陶
芸
室

○
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

日
時
一
６
月
1
8
日
（
土
）

　
　
　

フ
月
1
6
日
（
土
）

　
　
　

1
0
時
3
0
分
～

会
場
‥
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ
　
ｍ
学
校

日
時
一
６
月
2
3
日

　
　
　

７
月
2
8
日

（
木
）

（
木
）

－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
『
■
『
1

1 3
時
3
0
？

』
’

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

調
理
実
習
室
・

○
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り

日
時
一
６
月
2
6
日
（
日
）

　
　
　

７
月
2
4
日
（
日
）

　
　
　
　

1
3
時
3
0
分
～

会
場
一
花
巻

　

ま
な
ぴ
学
園

○
車
い
す
ダ
ン
ス

日
時
・
６
月
3
0
日
（
木
）

　
　
　

７
月
2
8
日
（
木
）

　
　
　

1
0
時
3
0
分
～

会
場
・
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
一

体
育
館ﾐ多い。

一 一 一 一

この機関紙は（公財）岩手福祉基金の助成により作成しています
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2022年6月25日(土)13:30-18:00

オンライン開催十全国11会場
自宅のスマホやパソコンでも全国の最寄りの会場でもご参加いただけます!

全国11会場

中込方 去:事前申込制

●プログラム(予定)

TSK通巻2741号

腔
回

①北海道会場(TKP*し幌駅カンファレンスセンターホール28)

②秋田会場(秋田大学医学部本道40周年記念会館)

③東北会場(東北大孚医学部艮陵会館記念ホール)

④関東会場(東京ステーションコンファレンス602)

⑤北陸会場(富山県民会館611号室)

⑥中部会場(名古屋大学医学部附属病院鶴友会館2階大会議室)

⑦近畿会場(国立循環器病研究センター病院エンドランプ棟3E講堂)

⑧中国会場(岡山コンベンションセンター301会議室)

⑨四国会場(徳島大学病院日亜メディカルホール)

⑩九州会場(小倉記念病院4階講堂)

⑨福岡会場(久留米シティープラザスタジオー3)

各会場個別講演:もやもや病の診療|こついて

エビデンスとガイドラインに基づく標準診療とは？

藤村幹(北海道大学)

どうして仕事や勉強がうまくいかないの？

－もやもや病と脳機能の凸凹についてー

舟木健史(京都大学)

妊娠分娩で何に注意する？関連遺伝子がもつ意味合いとは？
－

　

－
局橋浮(近畿大学)

もやもや病がたまたま見つかったら、どうしたらいいの？

黒田敏(富山大学)

もやもや病の謎を解く:診断できるようになった出血ハイリスク

診断基準と重症度分類はどのように改訂されたか？

宮本享(京都大学)

｢STROKE2022｣ホームページ内､市民公開講座ページより参加登録フォームにて申込ください。

右記のＱＲコードをお手持ちの携帯電話やパソコン等で読み取っていただくと申込ページが開きます。

※オンライン参加される場合は必ずQRコードかホームページよりお申込ください。

●もやの会会員の方:もやの会へお問い合わせください。

●もやの会会員でない方:ホームページに掲載しておりますFAX申込用紙にてお申し込みください。

お申し込みはコチラ

11！覆1－11オンライン参加は6/24 C金)まで※現地参加は6/17(金)まで(ただし定員になり次第締切させていただきます)

11111111111●STROKE2022運営事務局内日本⊃ンペンションサービス株式会社

TEL:06-6221-5933(営業時間平日9:30～17:30) FAX:06-6221-5939 E-mail;stroke-shimin@convention,co･jp

この機関紙は（公財）岩手福祉基金の助成により作成しています
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陰
峨
曝
腸
厘

　

順
不
同
・
敬
称
略

　

（
令
和
４
月
１
日
～
６
月
1
0
日
）

○
賛
助
会
賢

大
塚
義
博
、
岩
井
信
之
、
橋
本

政
樹
、
鈴
木
美
緒
子
、
大
場
紘

一
、
及
川
佐
．
千
葉
洋
子
、
浦

尾
照
子
、
中
西
秀
俊
、
岩
城
元

及
川
清
仁
、
浅
沼
克
人
、
村
上

義
則
、
伊
勢
志
穂
、
木
村
幸
弘
、

軽
石
義
則
、
天
沼
久
純
、
川
又

正
人
・
若
菜
、
高
橋
礼
子
、
藤

元
侃
紀
子
、
岩
手
江
刺
農
協
、

こ
ず
か
た
法
律
事
務
所
石
橋

乙
秀
、
吉
田
洋
治
、
高
橋
ひ
か

る
、
鈴
木
内
科
神
経
内
科
鈴

木
孝
輝
、
小
野
寺
有
一
、
山
内

誠
子
、
小
笠
原
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
小
笠
原
孝
祐
、
菊
池
武
人
、

千
葉
洋
子
、
泉
田
裕
樹
、
小
西

和
子
、
阿
部
憲
男
、
野
村
暢
郎
、

渡
辺
典
子
、
秋
山
信
勝
、
晴
山

‐
－
－
ｊ

巧
、
阿
部
加
代
子
、
吉
田
悠
子
、

三
上
幹
男
、
佐
藤
ケ
イ
子
、
大

井
清
文
、
佐
熊
晋
、
千
葉
伝
、

山
下
キ
ヌ
、
産
婦
人
科
吉
田
医

院
吉
田
耕
太
郎
、
細
矢
君
子
、

内
藤
千
代
子
、
狩
野
敦
、
赤
坂

康
子
、
千
葉
千
代
子
、
小
林
高
、

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
医

療
福
祉
相
談
室
熊
谷
佳
保
里
、

吉
田
消
化
器
科
内
科
吉
田
俊

巳
、
今
野
裕
文
、
川
村
伸
浩
、

猪
股
健
治
、
柏
紀
子
、
猪
又
涼

太
・
正
敏
、
千
葉
昇
、
菅
原
由

和
、
い
し
ど
り
や
眼
科
玉
木

光
子
、
伊
東
宗
行
、
畠
山
貞
子
、

高
橋
浩
、
阿
部
健
治
、
小
瀬
川

元
子
、
司
東
礼
津
子
、

藤
原
盛
、
工
藤
昭
子
、
佐
々
木

喜
代
子
、
生
方
靖
子
、
小
林
マ

リ
子

○
正
会
員
費

中
村
康
夫
、
阿
部
徳
乃
、
藤
井

裕
康
、
斉
藤
茂
登
子
、
鈴
木
司
、

－
－
１
－
－
‐

矢
羽
々
京
子
、
真
島
美
輪
、
千

葉
和
也
、
稲
垣
裕
一
、
佐
々
木

賢
治
、
日
富
万
一
、
下
屋
敷
正

樹
、
中
村
れ
い
子
、
米
渾
順
子
、

植
田
雅
男
、
立
花
弘
之

○
団
体
会
費

岩
手
県
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

友
の
会
、
も
や
も
や
病
の
患
者

と
家
族
の
会
（
も
や
の
会
）
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
岩
手
県
支
部
。
岩

手
県
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
、

す
み
れ
会
（
広
範
囲
慢
性
疼
痛

等
）
、
岩
手
県
急
性
間
欠
性
ポ

ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の
会
、
日
本

て
ん
か
ん
協
会
岩
手
県
支
部

　

（
波
の
会
）
、
岩
手
県
網
膜
色

素
変
性
症
協
会
、
岩
手
後
縦
靭

帯
骨
化
症
（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
）
、
全
国

脊
髄
損
傷
連
合
会
岩
手
県
支

部
、
全
国
膠
原
病
友
の
会
岩
手

県
支
部
（
ビ
オ
ラ
の
会
）
、
日
本

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
岩
手
県
支
部
、
い

わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
、

○
ご
寄
付

１
’
・
’
ｊ
－
１
－
‐

匿
名
、
高
橋
信
幸
、
遠
藤
五
郎
、

佐
藤
保
子
、
片
山
淑
子
、
駒
木

勝
一
、
須
田
実
花
、
小
笠
原
社

労
士
事
務
所
、
鈴
木
と
く
ぇ
、

○
ご
寄
付
（
診
か
き

網
膜
色
素
変
性
症
協
会

佐
藤
米
子
、
小
野
寺
み
つ
子
、

鈴
木
と
く
え
、
菅
原
智
子

○
支
援
自
動
販
売
機

三
和
設
備
工
業
株
式
会
社
、
み

ど
り
の
郷
、
一
関
修
紅
高
等
学

校
、
グ
リ
ー
ン
ヶ
ア
ー
、
地
の

塩
モ
ー
リ
オ
、
吉
川
敦
子
、
ハ

ー
ト
ピ
ュ
ア
盛
岡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

居
直

　

こ
の
頃
は
時
間
が
な
く

て
作
品
を
作
っ
て
な
い
が

絵
絹
を
使
っ
て
軸
造
り
を

し
て
い
た
。
（
材
料
が
ま
だ

沢
山
残
っ
て
い
る
）

　

友
達
８
人
で
「
秘
姫
の

会
」
を
結
成
し
、
し
こ
た

ま
楽
し
ん
だ
時
期
が
あ

る
。
８
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

守
り
本
尊
を
描
い
て
軸
に

し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し

た
。
大
変
喜
ん
で
く
れ
た

よ
う
に
思
う
。
守
り
本
尊

な
の
で
干
支
の
仏
さ
ま
に

好
き
な
花
を
あ
し
ら
っ
た

作
品
で
あ
る
。

　

誕
生
日
に
１
か
月
間
部

屋
に
飾
り
安
寧
を
祈
っ
て

ほ
し
い
と
各
々
の
個
性
を

感
じ
な
が
ら
想
い
を
込
め

て
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

６
月
は
自
分
の
誕
生
月

で
あ
る
が
守
ら
れ
て
い
る

か
な
？

　

信
じ
る
者
は
救

わ
れ
る
、
信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

大
橋

１
この機関紙は（公財）岩手福祉基金の助成により作成しています
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